
１． 奈良県環境保全基金の残高等

②

③

④

⑤

⑥

２． 保有割合

⑧

⑨

⑩

保有割合の算定根拠 　

運用型：運用益見込額÷事業費（次年度見込額） 　

取崩型：基金残高÷事業費（次年度から終了年度までの見込額）

３． 事業一覧

合計 一般財源等 基金充当額

1 278,374 185,374 93,000 72% 100,000 300,000

2 52,000 37,000 15,000 72% 210,000 630,000

3 184,800 51,800 133,000 72% 400,000 1,200,000

4 534,229 479,229 55,000 72% 150,000 450,000

5 762,417 487,467 274,950 72% 694,000 2,082,000

6 635,439 635,439 0 72% 90,000 270,000

7

8

9

10

2,447,259 1,876,309 570,950 1,644,000 4,932,000

４．基金事業の目標に対する達成度

（別添様式２）

金額（単位:円） 備　考

①

基金総額（前年度末基金残高） 411,241,519

内訳

うち、国費相当額 200,000,000

うち、地方負担相当額 200,000,000

基金運用益 570,950

うち、負担附寄附金等 11,241,519

その他収入 0

負担附寄附金等 530,000

返納額 0

基金執行額（処分額） 570,950 内訳は下表のとおり

⑦

基金残高 411,771,519 （＝①＋②＋③＋④－⑤－⑥）

内訳

うち、国費相当額 200,000,000

うち、地方負担相当額 200,000,000

うち、負担附寄附金等 11,771,519

次年度の基金類型 運用型 金額（単位:円） 備考

基金運用益（次年度見込額） 570,950

事業費（次年度見込額） 1,644,000

保有割合 0.347 =（⑧／⑨）

ストップ温暖化県民運動の実施

番号 事業名
事業費

備考
事業費

（次年度）
事業費

（終了まで）

奈良県環境県民フォーラムによる実践活動および情報発信

小中学生を対象とした環境教育の実施

事業者等を対象としたCO2削減に資する技術的支援の実施

達成度

合　　　計

県内統一キャンペーンの実施

環境保全に係る優良実践者表彰の実施

達 成 度 72%

成果指標

環境保全に係る優良実践者の表彰者数

成果実績 72者

目 標 値 100者（累計:2018年度～2027年度）



事業番号 1

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

令和６年度 事業報告書

事 業 名 奈良県環境県民フォーラムによる実践活動及び情報発信 新規・継続区分 継続

（目的）環境保全活動を積極的に行っている県民団体や企業等によって構成する「奈良県環境県民フォーラム」事業を推進
し、広く県民に環境保全活動への意識啓発を図る。

（目標）環境保全に係る優良実践者の表彰者数　：　100者　（累計：2018年度～2027年度）

奈良県環境基本計画（2021-2025）の基本理念である「豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創生」
を目標に、愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・定着を実現するためには、多様な主体による全
県的な実践活動が展開され、これらの取組が定着することが重要である。

奈良県環境保全基金条例

企業・団体等で構成する「奈良県環境県民フォーラム（事務局：県）」による、水質改善、省エネ・節電、ごみ減量化等の
率先した活動実施とともに、それらの情報発信を通じ、県民等の実践活動を誘発・促進する。

Ｒ６：参加団体２７団体

事 項 名 奈良県環境県民フォーラムによる実践活動及び情報発信 開始年度 平成29年度

担当部署 環境森林部　水・大気環境課 終了年度 令和９年度

実践団体（企業・団体） 地域住民

県

１．環境情報（HP等）の発信・共有による普及啓発

２．個別対応（専門家の派遣）による普及啓発

３．環境イベント、優良実践者表彰など参加型普及啓発

豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創造

～愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・推進～

多様な主体による全県的な実践活動の展開

※成果目標：優良実践者の表彰者数



事業番号 2

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

令和６年度 事業報告書

事 業 名 小中学生を対象とした環境教育の実施 新規・継続区分 継続

（目的）環境教育の講師派遣を通じて、環境教育により県民運動を推進し、温室効果ガス削減の普及啓発を図る。

（目標）環境保全に係る優良実践者の表彰者数　：　100者　（累計：2018年度～2027年度）

奈良県環境基本計画（2021-2025）の基本理念である「豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創生」
を目標に、愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・定着を実現するためには、多様な主体による全
県的な実践活動が展開され、これらの取組が定着することが重要である。

奈良県環境保全基金条例
地球温暖化対策の推進に関する法律
環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律

個別対応（専門家の派遣）による普及啓発

県が委嘱した専門家（環境アドバイザー）を、環境教育の一環として小中学校などに派遣。
Ｒ６：環境アドバイザーの講師派遣４回

事 項 名 小中学生を対象とした環境教育の実施 開始年度 平成29年度

担当部署 環境森林部　水・大気環境課 終了年度 令和９年度

実践団体（企業・団体） 地域住民

県

１．環境情報（HP等）の発信・共有による普及啓発

２．個別対応（専門家の派遣）による普及啓発

３．環境イベント、優良実践者表彰など参加型普及啓発

豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創造

～愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・推進～

多様な主体による全県的な実践活動の展開

※成果目標：優良実践者の表彰者数



事業番号 3

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

令和６年度 事業報告書

事 業 名 事業者等を対象としたCO2削減に資する技術的支援の実施 新規・継続区分 継続

（目的）県が委託した専門家（CO2削減アドバイザー）を派遣し、事業所のCO2削減を支援する。

（目標）環境保全に係る優良実践者の表彰者数　：　100者　（累計：2018年度～2027年度）

奈良県環境基本計画（2021-2025）の基本理念である「豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創生」
を目標に、愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・定着を実現するためには、多様な主体による全
県的な実践活動が展開され、これらの取組が定着することが重要である。

奈良県環境保全基金条例
地球温暖化対策の推進に関する法律
環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律

個別対応（専門家の派遣）による普及啓発

県内事業所に省エネ等の専門家を派遣し、削減計画の策定等具体的な省エネ、環境対策の取組の支援を行った。
Ｒ６：CO2削減アドバイザー派遣事業所数３社

事 項 名 事業者等を対象としたCO2削減に資する技術的支援の実施 開始年度 平成29年度

担当部署 環境森林部　水・大気環境課 終了年度 令和９年度

実践団体（企業・団体） 地域住民

県

１．環境情報（HP等）の発信・共有による普及啓発

２．個別対応（専門家の派遣）による普及啓発

３．環境イベント、優良実践者表彰など参加型普及啓発

豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創造

～愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・推進～

多様な主体による全県的な実践活動の展開

※成果目標：優良実践者の表彰者数



事業番号 4

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

令和６年度 事業報告書

事 業 名 ストップ温暖化県民運動の実施 新規・継続区分 継続

（目的）環境の日街頭キャンペーン、エコスタイルやクールチョイスの普及、パネル展示などを通じ、CO2削減に係る県民の
知識・意識の醸成を図る。

（目標）環境保全に係る優良実践者の表彰者数　：　100者　（累計：2018年度～2027年度）

奈良県環境基本計画（2021-2025）の基本理念である「豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創生」
を目標に、愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・定着を実現するためには、多様な主体による全
県的な実践活動が展開され、これらの取組が定着することが重要である。

奈良県環境保全基金条例

環境イベント、優良実践者表彰など参加型普及啓発

○環境の日街頭キャンペーンの実施
　例年「環境の日」にあわせて、県職員とボランティアの協働で街頭キャンペーンを行い、県民への温暖化防止の取り組み
啓発を行う。Ｒ６：啓発物品（花の種）314袋配布

○一般向け省エネ啓発養成講座を開催し、地球温暖化防止を推進する。
　　Ｒ６：ストップ温暖化推進員養成講座２回

事 項 名 ストップ温暖化県民運動の実施 開始年度 平成29年度

担当部署 環境森林部　水・大気環境課 終了年度 令和９年度

実践団体（企業・団体） 地域住民

県

１．環境情報（HP等）の発信・共有による普及啓発

２．個別対応（専門家の派遣）による普及啓発

３．環境イベント、優良実践者表彰など参加型普及啓発

豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創造

～愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・推進～

多様な主体による全県的な実践活動の展開

※成果目標：優良実践者の表彰者数



事業番号 5

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

令和６年度 事業報告書

事 業 名 県内統一キャンペーンの実施 新規・継続区分 継続

（目的）県内統一キャンペーンを実施し、ポイ捨てや不法投棄防止に係る意識醸成を図る。

（目標）環境保全に係る優良実践者の表彰者数　：　100者　（累計：2018年度～2027年度）

奈良県環境基本計画（2021-2025）の基本理念である「豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創生」
を目標に、愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・定着を実現するためには、多様な主体による全
県的な実践活動が展開され、これらの取組が定着することが重要である。

奈良県環境保全基金条例

環境イベント、優良実践者表彰など参加型普及啓発

○「吉野川マナーアップキャンペーン」の実施
　来訪者の吉野川に対する環境美化への配慮を促すため、例年は統一行動日を定め、統一キャンペーンを実施している。
　　Ｒ６：参加人数170名
　　　　　啓発物品：のぼり、Ｔシャツ

○「クリーンアップならキャンペーン」の実施
　例年、「クリーンアップならキャンペーン月間」を設け、集中的な美化啓発・実践活動を実施する。
　また、美化統一実践日を定め、統一キャンペーンを実施している。
　　Ｒ６：参加人数9,171名
　　　　　啓発チラシ6,500枚

事 項 名 県内統一キャンペーンの実施 開始年度 平成29年度

担当部署 環境森林部　水・大気環境課 終了年度 令和９年度

実践団体（企業・団体） 地域住民

県

１．環境情報（HP等）の発信・共有による普及啓発

２．個別対応（専門家の派遣）による普及啓発

３．環境イベント、優良実践者表彰など参加型普及啓発

豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創造

～愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・推進～

多様な主体による全県的な実践活動の展開

※成果目標：優良実践者の表彰者数



事業番号 6

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．実施内容等

令和６年度 事業報告書

事 業 名 環境保全に係る優良実践者表彰の実施 新規・継続区分 継続

（目的）団体・事業者、個人を表彰することで、各種隊の実践活動を促進し、全県的・継続的な県民運動を誘発・普及させ
る。

（目標）環境保全に係る優良実践者の表彰者数　：　100者　（累計：2018年度～2027年度）

奈良県環境基本計画（2021-2025）の基本理念である「豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創生」
を目標に、愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・定着を実現するためには、多様な主体による全
県的な実践活動が展開され、これらの取組が定着することが重要である。

奈良県環境保全基金条例

麗しい奈良県づくり功労賞表彰

Ｒ６：表彰者数３者

事 項 名 環境保全に係る優良実践者表彰の実施 開始年度 平成29年度

担当部署 環境森林部　水・大気環境課 終了年度 令和９年度

実践団体（企業・団体） 地域住民

県

１．環境情報（HP等）の発信・共有による普及啓発

２．個別対応（専門家の派遣）による普及啓発

３．環境イベント、優良実践者表彰など参加型普及啓発

豊かな自然と歴史との共生、美しい景観と持続可能なくらしの創造

～愛着と誇りのもてる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・推進～

多様な主体による全県的な実践活動の展開

※成果目標：優良実践者の表彰者数


